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事例番号 078 たからばこのまちづくり（岐阜県山県市） 
 

1. 背景 
山県市は 2003 年 4 月に岐阜県山県郡の高富町、美山町及び伊自良村が合併して生まれた人

口約 3 万 1 千人の市である。南側で岐阜市に接する（岐阜駅の北側 9km～34km の範囲が山県

市域）。奈良の正倉院宝物殿には「御野国山方郡三井田里戸籍」（702 年（大宝 2 年）作成）が納

められているが、その「山方」が岐阜県山県市の地である。 
市のほとんどは山岳地帯であり（市面積の約 8 割が森林）、北端の日永岳 1,216m を最高峰に

枝状の山地が広がっている。南部（伊自良村、高富町）には長良川のいくつかの支流に沿って平

坦地があり、農地と宅地になっている。 
旧 2 町 1 村の特徴はそれぞれ「香りの町、高富町」、「湖が美しい、伊自良村」、「美しい森と水、

美山町」と表現される。高富町は江戸時代に陣屋が置かれて以来山県郡の賑わいの中心地であ

ったが、現在では集客施設として「香り会館」（リース、香水、バスエッセンス等の制作体験型施設）、

「四国山香りの森公園」（ハーブ、香木）等がある。伊自良村は「伊自良湖」（周囲約 4 キロ）を擁す

る田園地帯であり、「伊自良農産物直売所」、「伊自良キャンプ場」、「森林学習展示館」等がある。

美山町は製材業等が主産業の山の中のまちであり、「グリーンプラザみやま・コテージ村」（個性的

な 8 棟のコテージ）がある。 
山県市は岐阜市中心部とは国道 256 号で結ばれており、また、市の南東方向車で約 30 分の

位置に東海北陸自動車道の関インターチェンジがある。このような交通条件にあることから周辺地

域との交流の便がある反面、岐阜市等に経済活動が吸引されてしまうという面がある。このような山

県市を活性化させるためには地域の独自性を見出すことが重要であるとの認識から、合併を機に

まちづくりとしてまずはそれに取り組むこととなった。 
 

2. 目標 
「第 1 次山県市総合計画〈基本構想〉」（2005 年 3 月）では、まちづくりの基本理念を「豊かな自

然と活力ある都市が調和した『安らかで快適な 21 世紀の住みよいまちづくり』」としている。計画の

愛称は「住みよさ共感！「山県すてっぷあっぷ・ぷらん」」となっているが、その趣旨は「“住みよい

ふるさと山県市”を合言葉に、市民と行政が共通の目標に向かって、互いの知恵と力を出し合うこと

によって、住みよさをさらに高めていく」というものであり、4 つのまちづくりのテーマが掲げられてい

る（“さわやかさ” をステップアップ／ “あったかさ” をステップアップ／ “にぎやかさ” をステッ

プアップ／ “ゆたかさ” をステップアップ）。 
その上で、計画推進の視点として①協働の視点、②開拓の視点、③柔軟性の視点、④融和の

視点、⑤地域経営の視点が掲げられているが、①の趣旨は「市民等の主体的な活動が不可欠で

あるという認識に立ち、まちづくり目標の共有化に努め、市民や民間、行政が互いに協力し、知恵

を出し合う協働の視点」であると説明されている。そして、山県市のまちづくりはまずこの点の具体

化から始まった。 
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3. 取り組みの体制 
行政主導の下、行政と市民とのパートナーシップ体制確立への模索が「全国都市再生モデル調

査」を活用して行われた。 
 
 

 
 
 

 
 

山県市の位置 （資料：山県市） 
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4. 具体策 
（1） 全国都市再生モデル調査のねらい 

山県市では 2003 年度に全国都市再生モデル調査が行われた。そのテーマは、「市町村合併

に伴う地域住民との協働による新たなまちづくりに向けた調査」である。この調査でパートナーシッ

プのまちづくりの契機をつかむ試行が行われたわけである。 
調査は「市民ニーズの把握と地域資源の発掘並びにその共有」及び「「地域の魅力・資源」を活

かしたまちづくりのきっかけづくり」をねらいに行われた。合併直後の山県市では地域間で地域特

性の格差とまちづくり意識の温度差が大きかったことから、「市民のまちづくりに対する意識の高

揚」と「新市としての連帯感の醸成」とが求められていた。そのため、まずは各地域の「魅力・資源・

課題」を発見、発掘して人々の間で共有し、同時に、生活する人々の視点からの地域の課題をあ

ぶりだすことが必要であると考えられた。そして、それらの情報を活かしてまちづくりのあり方、まち

づくり活動への支援のあり方を検討することが有用であると考えられた。そのような視点で、シンポ

ジウム、ワークショップ、まちづくりキャラバン隊などが実施された。 
 

（2） シンポジウムとワークショップ 
調査開始の周知と協力体制確立の契機とするため、まちづくりシンポジウム「わが地域の魅力発

表会」が開催された。そこでは、「まちづくり活動の紹介」（市民により運営される環境重視の朝市、

地元女性等により運営される農産品直販所等）、「まちの語り部紹介」等が行われた。 
シンポジウムに引き続いて 2 回のワークショップが開催された。第 1 回のテーマは「各地域の「魅

力・お宝」を共有（魅力・お宝発見）」、第 2 回のテーマは「各地域の「魅力・お宝」を活用して、より

生活しやすい地域にするための企画を考える（魅力・お宝活用）」であった。 
シンポジウムもワークショップも以前からまちづくりに関心がある人中心の集まりとなり、多様な

人々が集まるという面では限界があったが、反面、密度の高い情報交換の場、議論の場となった。 
 

 
シンポジウムとワークショップ （資料：山県市『やまがたのたからばこ』2004 年 3 月、以下同じ） 
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第 2 回ワークショップで出たグループ別プロジェクト案 

 
（3） まちづくりキャラバン隊 

より多様な人々の声をまちの中から集めるため、「まちづくりキャラバン隊」が実施された。キャラ

バン隊は岐阜市内のまちづくり NPO や岐阜大学の学生等の有志と市職員とが組みになって組織

された。目標は「山県市民の 1％からの声（魅力・お宝）を集めよう！」である。 
キャラバン隊の活動は、対象地区を①明確なターゲットが集まる場所（学生、高齢者、事業者・

就業者、集落居住者等）、②不特定多数の市民が集まる場所（商業施設、公共施設）、③地域に

根ざした生活をしている人（まちのキーパーソン）とし（下表参照）、手法は対象に応じて個人ヒアリ

ング、グループインタビュー（組織）、ガリバーマップづくり（こども）とした。 
 

 
（出典：杉崎和久「市町村合併を契機としたパートナーシップのまちづくり

に向けて」（『新都市』2005 年 2 月号）、以下の表も同じ） 
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キャラバン隊の活躍 
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（4） チラシの配布等 
「山県の魅力・お宝を教えてください！」と題するチラシを市広報誌に挟み込んで全戸に配布し

た。チラシの裏は「山県の魅力・お宝紹介シート」になっており、自分で情報を書き込んで FAX、郵

送または市役所・支所設置の「宝箱」への投函という方法で「お宝発見」に参加できるようになって

いた。 
また、インターネットの市のホームページに「カキコまっぷ（インターネット地図式掲示板）」を掲載

し、閲覧者が情報を書き込めるようにした。 
 

 
 
「山県の魅力・お宝紹介シート」（左）と「カキコまっぷ」（右） 

 
その他、市役所ロビーでのパネル等展示、新聞・ケーブルテレビ等での広報、職員対象ワーク

ショップ（一般のワークショップと同じ形式の場を職員が体験）等を行った。 
 

（5） 情報収集結果 
情報収集結果は下表のようになり、ワークショップで密度の高い情報が得られたこと、まちづくり

キャラバン隊で幅広い情報が得られたこと等が確認できた。 
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キャラバン隊の訪問地 
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できあがった「やまがたのたからばこ」表紙 
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「お宝・魅力」（高富地域の例） 
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「お宝・魅力」の説明（高富地域の例） 
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「場所や地域を限定しない山県のお宝・魅力」（自然の例） 
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キャラバン隊による世代別、地域別の情報収集状況は下表のようになり、情報収集が難しかった

世代もあったことがわかったが、全般的に効果的な手法であることが確認された。 
 

 
 

（6） 調査結果 
調査結果は市のホームページに掲載するとともに、「やまがたのたからばこ」というリーフレットを

作成して全戸に配布した。 
 

5. 特徴的手法 
さまざまな調査手法を組み合わせて、単なるシンポジウムやワークショップでは得がたい生活に

密着した幅広い情報を多くの人々から草の根的に集めた点が本調査の大きな成果である。 
 

6. 課題 
今後、この貴重な情報をどのように具体的にまちづくりに活かしていくかが課題である。また、本

調査を通じて得られた体験・人間関係をどのように今後のパートナーシップ形成に結び付けていく

かを検討することも課題である。 
 

（参考・引用文献） 
山県市ホームページ 
都市再生本部ホームページ 
杉崎和久「市町村合併を契機としたパートナーシップのまちづくりに向けて」（『新都市』2005 年 2
月号） 


